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私
た
ち
が
住
む
中
野
市
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
メ
ロ

デ
ィ
が
鳴
り
響
き
、
音
楽
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
自
分
の
お
気
に
入

り
の
メ
ロ
デ
ィ
を
探
し
に
お
出

掛
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 音

楽
が鳴り響

く

特集
Resounds 

music

メ
ロ
デ
ィ
が

鳴
り
響
く
場
所
を

紹
介
し
ま
す

　
中
山
晋
平
記
念
館

入
口
の
「
カ
リ
ヨ
ン
」

は
、
定
時
に
中
山
晋

平
作
曲
の
鐘
の
音
が

鳴
る
ほ
か
、
来
館
時
に
も
メ

ロ
デ
ィ
で
お
迎
え
し
て
く
れ

ま
す
。

【
定
時
の
メ
ロ
デ
ィ
】

①
午
前
９
時 

紅
屋
の
娘

②
午
前
10
時 

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄

③
午
前
11
時 

て
る
て
る
坊
主

④
正
　
　
午 

證
城
寺
の
狸
囃
子

⑤
午
後
１
時 

東
京
行
進
曲

⑥
午
後
２
時 

波
浮
の
港

⑦
午
後
３
時 

東
京
音
頭

⑧
午
後
４
時 

砂
山

⑨
午
後
５
時 

あ
の
町
こ
の
町

住 新野 76
中山晋平記念館

メロディポイント①

　ふと口ずさむ童謡・唱歌のメロディ。
　私たちの生活に根付いた音楽を歌い奏でれば、
自然と笑顔が溢れ出します―。

　
中
山
晋
平
先
生
、
高
野
辰
之

博
士
、
久
石
譲
さ
ん
と
い
っ
た

偉
大
な
音
楽
家
を
生
ん
だ
地
、

中
野
市
―
。

　
周
り
に
広
が
る
雄
大
な
自
然

は
感
性
を
育
み
、
中
山
晋
平
記

念
館
や
高
野
辰
之
記
念
館
を
は

じ
め
と
し
た
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
、
気
軽
に
音
楽
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
出
身
の
音
楽
家

の
業
績
を
称
え
、
市
民
の
文
化

芸
術
活
動
の
振
興
を
図
る
「
晋

平
・
辰
之
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
や
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
行
う
「
中
山

晋
平
記
念
音
楽
賞
作
曲
募
集
・

優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会
」
が
毎

年
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
両
記
念

館
で
は
毎
月
の
よ
う
に
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
に
は
音
楽
の
文
化

が
根
付
い
て
い
ま
す
。

中
野
市
と
音
楽
の
文
化

　
昭
和
39
年
に
設
立
さ
れ
た
中

野
市
音
楽
団
体
連
盟
は
、
現
在

加
盟
団
体
が
32
団
体
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
音
楽
団
体
相
互
の
連

携
・
発
展
、
市
民
音
楽
文
化
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
加
盟
団
体
の
発
表
の
機
会

と
し
て
、「
市
民
音
楽
祭
」
の

音
楽
団
体
と
そ
の
活
動

開
催
や
、
発
声
技
術
向
上
の
た

め
の
講
習
会
な
ど
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
盟
団
体
は
そ
れ
ぞ

れ
練
習
や
定
期
演
奏
会
な
ど
を

開
催
し
音
楽
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

音楽団体に入りたい方は
　音楽団体と一言でいっても、混声合唱団のほか吹奏楽
団など、さまざまなジャンルがあります。
　興味があるけど、どんな団体があるか分からないと
いった方や、入りたい団体へ連絡を取りたいといった方
は、中野市音楽団体連盟の事務局である文化スポーツ振
興課までご連絡ください。

文化スポーツ振興課
市川主査

音楽と笑顔の溢れるまち音
楽

が溢れるま
ち特集

M u s i c  i s 
full of city

文化スポーツ振興課文化振興係
☎（２２）２１１１（内線３９４）問い合わせ先



　
観
客
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
全
部
知
っ
て
い

る
曲
と
い
う
わ
け
で

な
く
、「
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
は
こ
う
い
う
曲
も
あ
る
ん

だ
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に

触
れ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
世

界
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
吹
奏
楽

団
と
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
は
、
人
数
が
増
え
な
い
と

で
き
な
い
大
き
な
曲
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
の
で
、
吹
奏
楽
を
趣
味
に
し
て

い
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
仲
間
と

な
っ
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
演
奏

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

３ ２０１５．１０広報なかの

　
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

前
に
あ
る
「
カ
リ
ヨ
ン
」
は
、

定
時
の
ほ
か
、
設
置
し
て
あ

る
ボ
タ
ン
を
押
す
と
中
山
晋

平
作
曲
の
鐘
の
音
が
鳴
り
響

き
ま
す
。 

【
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
】

①
て
る
て
る
坊
主
、
②
ゴ
ン
ド

ラ
の
唄
、
③
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
④

肩
た
た
き
、
⑤
證
城
寺
の
狸
囃

子
、
⑥
波
浮
の
港
、
⑦
あ
の
町

こ
の
町
、
⑧
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
、
⑨
雨
降
り
お
月
、
⑩
中
野

小
唄

住 草間 1539-1
信州中野観光センター

メロディポイント②　
唱
歌
「
故
郷
」
の

歌
詞
に
出
て
く
る「
か

の
山
」
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
ふ
る
さ
と

橋
。橋
の
欄
干
に
は
メ
ロ
デ
ィ

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
順
に

叩
く
と
「
故
郷
」
の
メ
ロ
デ
ィ

を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 住 市内永江

ふるさと橋

メロディポイント③

晋平少年少女合唱団

　
市
内
外
か
ら
歌
の
大
好
き
な

40
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
年
齢

は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
歌
を
通

し
て
み
ん
な
が
仲
良
し
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
年
の
子
と
触
れ
合

う
こ
と
は
、
ほ
か
に
は
な
い
社

会
勉
強
に
も
な
る
環
境
だ
と
思

い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
学
ん

で
い
る
の
で
、
ほ
か
の
習
い
事

は
行
か
な
く
て
も
、
合
唱
団
だ

け
は
行
き
た
い
と
話
し
て
く
れ

る
子
も
い
ま
す
。

　
現
在
、
約
40
人
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
て
お
り
、
７
月
の
定

期
演
奏
会
と
12
月
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
目
標
に
練
習

を
重
ね
て
い
る
ほ
か
、
依
頼
が

あ
れ
ば
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
大
部
分
が
学
生

時
代
に
吹
奏
楽
部
な
ど
に
入
っ

て
い
た
経
験
者
で
す
が
、
一
人

で
演
奏
を
す
る
の
は
つ
ま
ら
な

い
も
の
な
の
で
、
こ
う
や
っ
て

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
演
奏

す
る
場
が
あ
る
こ
と
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

音

楽
で活躍す

る

特集
act ive in 

music

～市内で活躍する音楽団体を紹介～

定期演奏会

大
好
き
な
音
楽
が
繋
ぐ

子
ど
も
た
ち
の
歌
声

【プロフィール】

観
客
と
共
に
楽
し
む

演
奏
を
目
指
し
て

中野市吹奏楽団
【プロフィール】

１９８７年に中山晋平生誕１００周年を記念して結成。
中野市出身の中山晋平先生や高野辰之博士、久石
譲さんといった、すばらしい作曲家・音楽家が
作った歌を歌い継ぐため、歌の大好きな年中児
から高校３年生までが集まり、週１回の練習のほ
か、地域のイベントに精力的に出演している。

地域に根差した活動を目指し、2003 年 3 月に設
立したアマチュア吹奏楽団体。楽器を演奏するこ
とを趣味として集まった、高校生から社会人まで
幅広い層で構成され、聴かせる音楽性を求め、観
客がともに共感できる演奏を行い、皆さんに愛さ
れる団体を目指し、日々活動している。

日時：11月22日㈰　午後２時から
会場：市民会館ホール（入場無料）

　
習
っ
た
歌
を

通
し
て
そ
の
歌

が
流
れ
る
映
画

の
こ
と
を
知
っ

た
り
、
歌
が
作

ら
れ
た
理
由
を

調
べ
た
り
と
、「
歌
」
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、
広
が
る
世
界

が
あ
る
の
で
、
音
楽
が
大
好
き

な
子
が
い
れ
ば
、
合
唱
団
の
仲

間
と
な
っ
て
、
ぜ
ひ
一
緒
に

歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
定
期
演
奏
会
を
11
月

22
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
私
た

ち
の
歌
声
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い

響
き
渡
る
よ
う
に
一
生
懸
命
歌

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

クリスマス
コンサート

日時：12月６日㈰ 午後２時（開演）
会場：市民会館ホール（入場無料）


